
　
領
域

教育プランに基づく経営目標 中期・短期経営目標 具体的方策 取組指標
平
均

評
価 成果指標

○
％

評
価

分析コメント 改善策
学校関係者評価

記入欄
評
価

4　年間指導計画に設定した地域学校協働活動の90％以上を実施 A　学校評価アンケート「ア」①「地域連携教育活動」肯定的評価　８０％以上

3　年間指導計画に設定した地域学校協働活動の８０％以上を実施 B　学校評価アンケート「ア」①「地域連携教育活動」肯定的評価　７０％以上

2　年間指導j計画に設定した地域学校協働活動の７０％以上を実施 C　学校評価アンケート「ア」①「地域連携教育活動」肯定的評価　５５％以上

1　年間指導計画に設定した地域学校協働活動の実施が７０％未満 D　学校評価アンケート「ア」①「地域連携教育活動」肯定的評価　５５％未満

4　必要情報の90％以上を周知・意見交換 A　学校評価アンケート「ア」②「地域との一体化」肯定的評価　８０％以上

3　必要情報の80％以上を周知・意見交換 B　学校評価アンケート「ア」②「地域との一体化」肯定的評価　７０％以上

2　必要情報の70％以上を周知・意見交換 C　学校評価アンケート「ア」②「地域との一体化」肯定的評価　５５％以上

1　必要情報の70％未満を周知・意見交換 D　学校評価アンケート「ア」②「地域との一体化」肯定的評価　５５％未満

4　週４回以上の更新 A　学校評価アンケート「ア」③「情報発信」肯定的評価　８０％以上

3　週３回以上の更新 B　学校評価アンケート「ア」③「情報発信」肯定的評価　７０％以上

2　週２回以上の更新 C　学校評価アンケート「ア」③「情報発信」肯定的評価　５５％以上

1　週１回以上の更新 D　学校評価アンケート「ア」③「情報発信」肯定的評価　５５％未満

4　90％以上のクラスで意識して公開に努めた A　学校評価アンケート「ア」④「教育活動公開」肯定的評価　８０％以上

3　80％以上のクラスで意識して公開に努めた B　学校評価アンケート「ア」④「教育活動公開」肯定的評価　７０％以上

2　70％以上のクラスで意識して公開に努めた C　学校評価アンケート「ア」④「教育活動公開」肯定的評価　５５％以上

1　公開に努めたクラスが70％未満だった。 D　学校評価アンケート「ア」④「教育活動公開」肯定的評価　５５％未満

4　90％以上の授業で意識して実施 4　児童の90％以上が授業の中で一人１台端末を活用（児童アンケート）

3　80％以上の授業で意識して実施 3　児童の80％以上が授業の中で一人１台端末を活用（児童アンケート）

2　70％以上の授業で意識して実施 2　児童の70％以上が授業の中で一人１台端末を活用（児童アンケート）

1　70％未満の授業で意識して実施 1　児童の70％未満が授業の中で一人１台端末を活用（児童アンケート）

4　90％以上の授業で意識して実施 4　児童の90％以上が自分の考えを表現し、学び合いで発言（児童アンケート）

3　80％以上の授業で意識して実施 3　児童の80％以上が自分の考えを表現し、学び合いで発言（児童アンケート）

2　70％以上の授業で意識して実施 2　児童の70％以上が自分の考えを表現し、学び合いで発言（児童アンケート）

1　70％未満の授業で意識して実施 1　児童の70％未満が自分の考えを表現し、学び合いで発言（児童アンケート）

4　90％以上の単元で実施 A　学校評価アンケート「イ」①「基礎学力」　肯定的評価　８０％以上

3　80％以上の単元で実施 B　学校評価アンケート「イ」①「基礎学力」　肯定的評価　７０％以上

2　70％以上の単元で実施 C　学校評価アンケート「イ」①「基礎学力」　肯定的評価　５５％以上

1　70％未満の単元で実施 D　学校評価アンケート「イ」①「基礎学力」　肯定的評価　５５％未満

4　90％以上の指導場面で実施 4　保護者アンケート「イ」③　満足率60％以上

3　80％以上の指導場面で実施 3　保護者アンケート「イ」③　満足率50％以上

2　70％以上の指導場面で実施 2　保護者アンケート「イ」③　満足率40％以上

1　70％未満の指導場面で実施 1　保護者アンケート「イ」③　満足率30％未満

1　90％以上の授業で実施 4　児童の90％以上が振り返り、実践

3　80％以上の授業で実施 3　児童の80％以上が振り返り、実践

2　70％以上の授業で実施 2　児童の70％以上が振り返り、実践

1　70％％未満の授業で実施 1　児童の60％未満が振り返り、実践

4　すべてのいじめに対して指導実施 4　児童アンケート満足率90％以上

3　90％以上のいじめに対して指導実施 3　児童アンケート満足率80％以上

2　80％以上のいじめに対して指導実施 2　児童アンケート満足率70％以上

1　80％未満のいじめに対して指導実施 1　児童アンケート満足率60％未満

4　90％以上の指導場面で実施 4　90％以上の児童に定着（児童アンケート）

3　80％以上の指導場面で実施 3　80％以上の児童に定着（児童アンケート）

2　70％以上の指導場面で実施 2　70％以上の児童に定着（児童アンケート）

1　70％未満の指導場面で実施 1　70％未満の児童に定着（児童アンケート）

4　安全教育の授業で月に1回以上指導実施 A　学校評価アンケート「ウ」④⑤「安全意識・ネットマナー」肯定的評価　８０％以上

3　安全教育の授業で学期に2回以上指導実施 B　学校評価アンケート「ウ」④⑤「安全意識・ネットマナー」肯定的評価　７０％以上

2　安全教育の授業で学期に１回以上指導実施 C　学校評価アンケート「ウ」④⑤「安全意識・ネットマナー」肯定的評価　５５％以上

1　安全教育の授業で年に2回以上実施 D　学校評価アンケート「ウ」④⑤「安全意識・ネットマナー」肯定的評価　５５％未満

4　90％以上の授業で意識して実施 4　90％以上の児童が課題項目で体力が向上

3　80％以上の授業で意識して実施 3　80％以上の児童が課題項目で体力が向上

2　70％以上の授業で意識して実施 2　70％以上の児童が課題項目で体力が向上

1　70％未満の授業で意識して実施 1　60％未満の児童が課題項目で体力が向上

4　90％以上の指導場面で実施 4　保護者アンケート「エ」①②　満足率80％以上

3　80％以上の指導場面で実施 3　保護者アンケート「エ」①②　満足率70％以上

2　70％以上の指導場面で実施 2　保護者アンケート「エ」①②　満足率60％以上

1　70％未満の指導場面で実施 1　保護者アンケート「エ」①②　満足率50％未満

4　90％以上の指導場面で実施 4　保護者アンケート「ウ」②　満足率90％以上

3　80％以上の指導場面で実施 3　保護者アンケート「ウ」②　満足率80％以上

2　70％以上の指導場面で実施 2　保護者アンケート「ウ」②　満足率70％以上

1　70％未満の指導場面で実施 1　保護者アンケート「ウ」②　満足率70％未満

4　安全点検・校内整備を意識的に実施（９０％以上） A　学校評価アンケート「カ」①　肯定的評価　８０％以上

3　安全点検・校内整備を意識的に実施（８０％以上） B　学校評価アンケート「カ」①　肯定的評価　７０％以上

2　安全点検・校内整備を意識的に実施（７０％以上） C　学校評価アンケート「カ」①　肯定的評価　５５％以上

1　安全点検・校内整備を意識的に実施（７０％未満） D　学校評価アンケート「カ」①　肯定的評価　５５％未満

保護者の気持ちに寄り添い、良好な人間関係
のもとに、教育活動を積極的に公開する（授業
公開・個人面談・保護者会）。

A

体力テストの結果分析を生かした体育科の授
業や体育集会を実施し、運動の日常化を行う

B

保護者と教職員の会、学校運営協議会等を通
じて、本校の教育活動を周知し、意見交換を行
う。

A A

学校だより・学年だより、ホームページの更新
で保護者の安心できる情報を発信する。

学校教育目標  　　　「未来に向かって　学ぼうとする子ども」・心と体をきたえよう　・よく考え、伝えよう　・自分も人も大切にしよう

○目指す学校像・・・・・・・・・「楽しい学校・つながる学校」わかる実感・できる喜びを味わい、よさを伸ばせる学校・保護者が安心して子供を預け、相談できる学校・地域に愛され、応援してもらえる学校・教職員が夢をもち生き生きと働ける学校
○目指す児童・生徒像・・・「未来に向かって　学ぶ子ども」・生涯を通じて学び続けることのできる、知・徳・体の調和のとれた人間性豊かな児童を目指し、主体性、思いやり、協同等、人とより良くかかわる資質・能力を育成する。
○目指す教師像・・・・・・・「学び合い、学び続ける教師」・優しさと厳しさをもって粘り強く指導する教師・人権を大切にする教師・教育公務員としての使命と責任を自覚し資質・能力向上に励む教師・組織の一員としてベストを尽くす教師・保護者や地域の良き相談相手になり頼りにされ
る教師

積極的な情報発信と公
開を通して、教育活動へ
の理解を求める。

A A

重点目標の成果と課題
「地域と連携した学習活動」については、概ね肯定的な評価をえることができた。来期以降も継続して「地域とともにある学校作り」を推進していく。
「ICT機器の効果的な学習活動の推進」については、ICTを積極的に活用するという点においては、成果指標からもわかる通り成果は徐々に表れているが、取組指標
（教員の自己評価：ICT機器の効果的な活用）において課題が残った。今後は「協働的な学び」「個別最適な学び」においてのICT活用」の推進をしていく。

A

A

A

A

A

A

高80
低88

A

86

87

A

88

80

89

A

A

A

学年や主幹、管理職への報告や
連絡、情報共有を徹底した。未然
防止、児童管理では全校体制で取
り組んだ。

令和6年3月31日

社
会
に
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た
教
育
課
程
の
実
現

目指す学校及び子どもの姿
を家庭や地域社会と共有・
連携した教育課程を実施す
る。

地域の環境及び人材を
生かした体験的活動を企
画し、実施する。

ゲストティーチャーや地域ボランティアを積極的
に活用する。

豊
か
な
心
の
涵
養

あいさつ、言葉遣い、時間を守る行動等を身に
つける

A

A

A

交通事故防止や不審者対応の安全意識、ネッ
トマナーなどの育成

健
や
か
な
体
の
育
成

正しい生活習慣を身に付け
させ、丈夫な体とたくましい
心を育てるとともに、自助・
共助・公助の力を身に付け
る安全指導・安全教育を充
実する.

運動の日常化と健康教
育及び食育の充実を図
り、基礎体力の向上を図
る。

A

C

B

B

A

A

学校図書館の活用、読書週間の取組により本
に親しむ習慣を身につける。

家庭と連携した健康教育と食育の推進をする

校内の安全な生活環境
を整え、自他を守る安全
教育の実施と危機管理
体制を確立する

「木曽境川小のきまり」を守って生活する

危機管理体制確立のための校内整備や校内
美化につとめる。

多様性を尊重し、自分と共
に他者を大切にする意識・
意欲・態度を育てる。

他者理解と自己理解を
通して、一人一人の自己
肯定感を醸成する。

特別の教科道徳の授業において「自分を振り
返る」時間を重視する。

いじめの見逃しをゼロにする。

社会の一員としてい生き
ていくための力・態度を
育成する。

２０２４年度　町田市立木曽境川小学校　学校経営計画・学校評価報告書（自己評価・学校関係者評価）

・基礎学力の定着に向け
ての取組は今後も継続し
て行っていってほしい
・自分で考え、行動するこ
とができてきている。
・教員からのインプットだ
けでなく、アウトプットも大
事にしていきたい。

・いじめ問題については
方針にそって対応してい
ると感じる。
・地域での「あいさつ」が
少しずつ増えている。
・学校・地域との連携は
できている。

・しばともの活動に子ども
達が積極的に参加してい
る。
・楽しいことを行うことで、
体も心も動いていけると
思います。

A

A

A

授業をデザインする８つ
の取組を踏まえ、子ども
が「分かる　できる　つく
る　楽しい授業」を展開す
る。

学習への興味・関心を高
め、主体的に「学び続け
る」子どもを育てる。

　授業改善を進め、基礎的・
基本的な知識及び技能の
確実な習得と思考力、判断
力、表現力等の育成ととも
に、主体的・対話的で深い
学びを実現する。

学校経営の重点
　　　　　　　　　　「地域と連携した学習活動・ICT機器を効果的に取り入れた学習活動を進め、主体的・協働的に学ぶ児童の育成、学力向上を図る。」

高90
低91

90

高89
低90

・様々な場面でゲスト
ティーチャーを取り入れ
ることができている。
・保護者や地域との意見
交換や情報交換を丁寧
に行うことができている。
・VCと地域の方々との連
携が良い。
・今後は子供たちの「自
主性」を育むような活動
を更に展開していってほ
しい。

確
か
な
学
力
の
育
成

A
各教科のねらいを踏まえ、一人１台端末を活用
して授業を展開する。

自分の考えを多様な方法で表現させ、協働学
習（アクティブ・ラーニング）を導入する。

国語・算数を中心に個に応じた指導を徹底し、
躓きを取り除き、基礎的基本的な知識・技能を
定着させる。

そ
の
他
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高85
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A

日常の情報共有、研修、定例会他いじめチー
ムでの組織的な対応に努めた。加害・被害者
への早期の保護者連絡も確実に行ったが、未
然防止、早期発見についてはさらに取組を強
化する必要がある。

いじめに関する授業、校内研修の充実を図
る。教員が一人で抱え込まないよう、日頃から
組織的な対応を一層推進するとともに、教員
の人権感覚をより高め、いじめの基本方針の
理解をすすめる。

あいさつは自然に気持ちよくできる
児童がさらに増えるよう指導を重
ねる。時間を守る行動は身につい
ている。

教員と児童の穏やかで温かい関
係を土台に、言語環境を整え、互
いを認め大切にしあう態度を育成
する。
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A
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地域学校協働活動については肯
定的評価８６ポイント。年間約４０
事例の活動が保護者・地域に評価
されている。

来年度以降もVCとの連携を継続
し、「地域と結びつい学校づくり」を
目指していく。

肯定的評価８７％。地域協働本部
設置、地域学習を取り入れた学習
を取りれた教育活動を展開するこ
とができている。

授業改善を重ね、主体的、協働的
学習をさらにすすめる。地域学習
の充実、地域との連携を深める。

教育活動の公開、肯定的評価
89％。子供たちの活動の様子を中
心にHPは毎日更新。学校だよりの
内容、構成等工夫した。

HPは閲覧もを伸びているがさらに周知が必
要。個人情報の管理に気を付けながら、今後
も積極的、タイムリーな情報発信を続ける。

保護者への早期の細やかな連絡、組織的な
対応を心掛けた。児童理解の共有、家庭との
連携に努めた。個人面談・保護者会の効果が
表れている。

児童理解に関わる情報の丁寧な引継ぎを行
う。保護者会1回増やす。各家庭との連携とと
もに、問題意識を共有し子供たちを地域の皆
で見守り育てる。

クロムブックの活用はすすむ。教
員、児童とも操作技能も高まる。学
習のねらいを踏まえたより効果的
な活用をし授業改善を重ねる。

校内研究、研修会等で、「価値ある
対話の共有」を核とした授業改善
を推進し、クロムブックのより有効
な活用方法を探る。

「協働的な学び」については教職
員の意識は高まっている。今後は
協働学習の深化につながるよう組
織的に授業改善をすすめる。

若手教員の増加が進む中、より細やかな授業
観察や個別の指導も必要。授業モデルとなる
中堅教員授業を参観させる機会も増やしてい
く。

授業中の個別対応、モジュールの
時間、補習時間の設定、Qubenaの
活用により、知識・技能の定着を
図った。

知識・技能の定着に向け、今後も、
サポートルーム教員、支援員等も
含め、さらに組織的、計画的に取
組を充実させる。

読書の習慣化48％。学級での取
組、図書員会の活動、図書ボラン
ティアとの連携により読書活動を
推進した。

今年度の取組を継続、発展させ
る。特に読み聞かせ等、保護者と
の連携を強化する。また、図書館
の本のリニューアルを進める。

児童アンケート「道徳授業で考え
振り返りをしている」という評価は
高い。全学級で毎時間振り返りを
実施。さらに授業改善をすすめる。

授業構成は定着しているが、「考
える道徳」「議論する道徳」の時間
となるよう指導、研修を重ねる。

交通安全については毎月の安全
指導の効果が表れてきている。
ネットマナー・ネットモラル教育につ
いては、課題が残る。

ネットモラルについては、学校評価
の保護者の声にも意見が多く、家
庭と連携した「ネットマナー教育」を
今後推進していく。

重要度の認識にはまだ多少の差
がある。組織的な危機対応機能に
ついてはさらに強化する。

運動に親しむ意欲や体力は2極化
傾向にある。授業改善のもと、日
常化を図る必要がある。

研修を通して体育の授業力向上を図るととも
に、運動に親しむ環境づくりをする。体育集会
や1校1取組の実施内容、方法をさらに発展さ
せる。

給食試食会には60名以上の保護者が参加し
た。地場野菜を作っている農家の方をゲスト
ティーチャーに招いたり畑を見学したり、学習
としての取組も周知した。

食に関する取組の周知を継続する。学校保健
委員会実施方法を工夫し、児童の健康につい
て保護者、地域とともに考える機会を設ける。

学校のきまりは概ね守られている。安全で楽し
い学校生活を主体的につくる児童の育成をめ
ざし、自分たちのきまりやルールを考えさせて
いく。

安全指導体制、チェック機能については随時
見直しをする。生活指導と特別活動を連携さ
せ学校のルールの見直しや意味を確認し、児
童を育成する。


